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[1】

複雑系の普遍的な運動形態を調べるのに通 したモデルとして､ローカルダイナミクスが

拡散によって結合 している結合写像系がある｡この系についてはすでにバターン形成や時

空カオス､さらにそれらが間欠的に入れ替わるといった現象について報告 した｡

[2]

ここで用いたのは空間的に拡張された一次元写像である｡

uL(X.71)=∫石ズー1')3(Ll(ll/h))ぬ '
これはローカルなダイナミクス %(Ll)ニCL-u2

が拡散 4(r)=(4tD)yi仰 (I一l/4･D〕
(Dは拡散係数 )

によって結合された､結合写像系である｡a=2.00､Li(文.n)=u(X+L,初) とする｡
またulズ)i)の空間的なフー リエ成分は

a(A.車中 L&,'Lu- ,舟 である｡.(Lは系の長さ,

[3]

系は拡散係数Dによって次のようなふるまいをみせる｡ (Fig.1)

(1) 一様に引き込んだカオス｡

(2) パターンを形成 し､時間的には周期的な運動をする領域｡

(3) 間欠的にバターン形成と､空間的に乱れた状態を繰 り返す領域｡

(4) 時間的にも､空間的にも乱れた状態が続 く領域｡

またフー リエ成分のふるまいは､m周期バターン状態ではaくれ 71)が支配的で a(2,n)
(2く77J は小さくなっているが､時空カオス状態では同 じオーダーで運動する｡ (Fig.2)

[4]

(2)と(4)との間の転移を特徴づけるために､la(?/h津 の時間平均

広くL)-去餌 (w lヱ

その確率分布のスベク トラム

舛 )-一去AaP(a,仇)′P(-a/h)≡(絶 叫-哩
臨非点に近づ くと､グラフは直線に近づいている｡ (Fig.3)
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をとり､

を とった｡
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[5]

Dが小さい場合は､拡散係数は同じでも異なった空間的周期のバターンが存在する｡

(Fig.4) また乱れた初期状態から出発すると､部分的にバターンを作るが､それはしばら

くすると消えてしまう｡(Fig.5)

このように､いくつかのふるまいの異なるア トラクターがひとつのパラメーター条件の

もとで混在 している｡
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